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５月１６日（木）１０：００～１１：３０　第９回　検数労連１９春闘交渉


全日検、有額回答提示で両協会回答出揃う！


定期昇給１００円アップ、徹休カット０．５時間削減など前進が見られるも労組要求には届かず両協会に対して引き続き修正回答を求める！























　５月１６日に開催された第９回検数労連１９春闘交渉で組合は全日検に対して有額回答の提示、日検協会に対しては要求に沿った有額回答の修正を求め、交渉を行いました。


【全日検】


　有額回答の提示にあたり。中央港湾団交が小団交という形で継続されているなかで、港湾産業の賃上げ状況が明確になってきたが、全日検としては既


存業務の減少や、中央港湾団交時にも労使課題として取り上げられた放射線

















































































































《全日検有額回答》（要旨）


１．職員（４月１日現在満年齢）


（１）　定期昇給　　　　　　　　１，３００円


（２）　一律


　①　　５６才未満者　本給一律　１，９００円


　②　　５６才以上者　本給一律　１，５００円


（３）　職務経験加算


　①　　１０年未満者　　　　　　　　５００円


１５年未満者　　　　　　１，５００円


１５年以上者　　　　　　２，５００円


但し、休務期間は、勤続年数（１ヶ月未満は切捨）


から控除とする。


（４）　その他身分については、支部で決定する。


（５）　『定期昇給の減額又は停止』及び『休職・復職等の取扱』は従来どおりとする。





２．２０１９年度　時間外計算基礎分母１５６時間を１５５時間とする。





３．徹夜休日及び休息日の保障手当を１７０．９分の４．０時間から１７０．９分の４．５時間とする。





４．２０１９年４月１日より実施する。


以上



































～第９回検数労連１９春闘交渉経過～　





測定業務の継続問題も不安視されている。また、昨年は損害保険調査業務が堅調に推移したが、自然発生的な要素があるために計画としては見込めない。そのような中で、１９春闘期間中に企業内課題として職員Ａの住宅手当を１００パーセント基準内化することで労使合意し、一定の原資もかかっている中での有額回答となることを理解していただきたい。


【日検協会】


　前回の交渉では、労組よ『要求に沿った回答構
















































































































































































































































































築を』と修正回答をもとめられた。その後、労組主張を持ち帰り検討したが、現在、政府が進めている働き方改革等によって人員の確保が必要であることと、


３年連続の減益となっていることを踏まえると修正回答を提示することは難しい状況である。


　定率回答については、１８才から入会して今日まで経験を積んでいる職員と中途で入会した職員との一定の格差は必要であり、年功、経験に対する評価は必要との考え方に変わりわりは無いし、これ以上の修正回答は困難である。したがって労組には


















































































































































































































































現回答をもって判断を願う。


【組合主張】


　両協会の賃上げ回答が出揃ったところで、組合は休憩を挟みながら、あらためて両協会の有額回答を分析し、次のような主張を行い、次回交渉までに修正をするよう求めました。


【両協会に対して】


①賃金引き上げについては、要求との関係では不満である。


　現在、両協会ともに時間外規制を行っている中で、時間外をしなくても安定した生活が出来るだけの賃金の構築が必要であり、そのためには要求に沿った回答をするべきである。


②次回交渉では『春闘協定に基づく継続課題の履行について』の項目である『週休２日制の完全実施』『６５才定年延長の実施』については、個別回答ではなく両協会の統一回答として本交渉の中で回答すること。１８春闘時の両協会の回答では、これら諸課題に対し『真摯に対応する』や『誠意を持って対応』と応えているが、この間、企業内課題としても労使協議がされていないことから、検数労連としても定


年延長や完全週休２日制


等に対する労使協議の実施を求める。


























































































































































































































次回交渉


第１０回検数労連19春闘交渉


5月21日（火）13時


30分～。引き続き修正


回答を求めて行きます。





【全日検に対して】


①定期昇給１００円を引上げ１３００円にしたことは一定評価する。


②時間外基礎分母について、１時間の改善は努力として受け止める。


③徹休カット０．５時間削減については一定評価する。


④賃上げ部分の一律、職務経験加算については、１８春闘回答と同一であり不満である。とりわけ、一律部分の年齢格差は本給一律１９００円にすべく修正を求める。


【日検協会に対して】


①１８春闘に比べて金額的にはプラスしているが、要求との関係では低額である。人員不足の中で奮闘する職場の思いを受け止め、更なる上積みを求める。





























































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


